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秋の花咲く葛城山 

９月１２日、快晴。秋の花を求めて葛城山に登った。昨日

まで、あれだけ暑かったのに、早朝バイクを走らせると、や

や肌寒い気候になった。 

櫛羅滝コースに沢山のアキギリ 

 午前 7:25 葛城山ロープウエー登山口駅から櫛羅滝コース

に。滝の下の川原にはツリフネソウの群落が点々と。 

ここから急登が続く。7合目で杉林

を抜けた途端にツルニンジンの花が

現れ、アキギリが続々と美しい花を

咲かせている。 

イヌショウマもカシワバハグマも 

 アキチョウジ、ミズヒキ、キンミズヒキな  ↑アキギリ（シソ科アキギリ属) 

どと共に、イヌショウマ、カシワバハグマも独特の白い

花の花茎をスックと伸ばしている。すっかり秋の風情だ。 

 9：20自然研究路に入るが、ここでは秋の花は少ない。 

ススキ原に秋の花々 

10：05 閉店している食堂の裏の展望台で休憩、軽食

後、山頂に。一面にススキが花穂を伸ばしている。まだ

褐色だがなかなかの見応え。ススキ原の中や周囲に様々

な色合いの花が咲いている。ワレモコウ、ナデシコ、オ

ミナエシ、ヒヨドリバナ、ツリガネニンジン、ヤマハッ

カ、オトギリソウ、タムラソウ等々。 

オオナンバンギセルは無かった 

↑イヌショウマ（キク科  見たいと思っていたオオナンバンギセルは無かった。   ↑ツルニンジン  

サラシナショウマ属） 帰宅後専門家に訊くと「花期は終わっている」との事。残念。            

↓カワラナデシコ     ツツジ群落地と「小鳥の楽園コース」と名付けられている山道を巡り、往路

を辿って 13時登山口着。             

←オミナエシ  ↓カシワバハグマ 

（キク科コウヤボウキ属） 
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←二上山の白椿  写真は故澤木仁さん       椿の話① 続 


